
3月定例会号
№.７５

平成20年5月9日発行

発行／福岡県鞍手町議会・編集／議会だより編集委員会・〒807-1392　福岡県鞍手郡鞍手町大字中山3705　TEL 0949 - 42 - 2111・印刷所／福岡コロニー

議会だより

平成２０年度予算 ････････ 2 ～ 5
施政方針・人事････････････････ 6
平成１９年度補正予算 ････････ 7
条例の制定及び改正・行政報告 8～ 9
その他・陳情･････････････････10

意見書 ･････････････････････････11
質疑・答弁から･････････ 12～14
一般質問 ････････････････ 15 ～19
ちょっと一言・表紙の紹介 ････ 20

（表紙の紹介は、20ページに記載）



平成２０年度

当初予算を可決
一般会計　５８億６,３７６万円

平成２０年度

当初予算を可決
平成２０年度

当初予算を可決
３月定例会

　

３
月
定
例
会
は
、
３
月
５
日
か
ら
21
日
ま
で

の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
長
よ
り
提
案
さ
れ
た
平
成
20
年
度
の
各
会

計
の
当
初
予
算
や
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る

条
例
な
ど
43
の
議
案
を
審
議
し
、
い
ず
れ
も
原

案
ど
お
り
可
決
・
認
定
し
ま
し
た
。

新しく始まった「後期高齢者医療制度」の相談や手続きのため、
高齢者や身内の方などが役場の担当窓口を訪れています。
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前
年
度
よ
り
、
１
億
５
２
５
０
万
円
の
減

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
が

　

始
ま
る

一
般
会
計

　

本
年
度
の
予
算
は
、
集
中
改
革
プ
ラ
ン

の
さ
ら
な
る
取
り
組
み
に
よ
り
、
事
務
事

業
の
見
直
し
や
経
常
経
費
の
削
減
な
ど
財

政
の
健
全
化
を
図
る
と
と
も
に
、
職
員
旅

費
の
見
直
し
、
町
長
、
副
町
長
、
教
育
長

の
給
料
の
減
額
、
さ
ら
に
、
黒
字
経
営
が

継
続
し
て
い
る
水
道
事
業
へ
の
繰
出
金
を

全
額
カ
ッ
ト
す
る
な
ど
し
て
確
保
し
た
財

源
を
、
子
育
て
支
援･

福
祉･

教
育
な
ど
の

重
点
施
策
に
振
り
向
け
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

　

以
上
の
基
本
的
な
考
え
と
財
政
状
況
を

踏
ま
え
編
成
し
ま
し
た
平
成
20
年
度
の
当

初
予
算
は
、
58
億
６
３
７
６
万
円
で
、
前

年
度
当
初
予
算
と
比
較
す
る
と
、２
．５
％

の
減
、
金
額
に
し
て
、
１
億
５
２
５
０
万

円
の
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
賛
成
９
・
反
対
３
で
可
決
）

　

今
ま
さ
に
、
貧
困
と
格
差
の
拡

大
が
深
刻
な
問
題
に
な
っ
て
い
る

と
き
、
後
期
高
齢
者
医
療
の
導
入

と
、
そ
れ
に
伴
う
国
保
税
の
値
上

げ
、
保
育
料
の
値
上
げ
な
ど
、
家

計
を
直
撃
す
る
予
算
と
な
っ
て
い

る
こ
と
も
事
実
で
す
。

　

国
の
構
造
改
革
路
線
の
転
換

を
強
く
求
め
、
税
の
公
平
性
と
い

う
意
味
か
ら
も
同
和
関
係
予
算
に

本
格
的
に
メ
ス
を
入
れ
る
べ
き
で

す
。

　

ま
た
、
ゴ
ミ
袋
料
金
の
値
下
げ

や
、
少
人
数
学
級
の
導
入
な
ど
、

町
民
の
暮
ら
し
と
営
業
を
応
援
す

る
予
算
に
組
み
換
え
て
行
く
こ
と

を
求
め
ま
す
。　
（
宇
田
川　

亮
）

反
対
討
論



歳　入（財源）

歳　出（使いみち）

歳入合計
５８億６,３７６万円
（１００％）

地方譲与税　８,７００万円
（１．５％）

地方消費税交付金　１億５,５００万円
（２．６％）

分担金及び負担金　８,７９６万円
　　　　（１．５％）

使用料及び手数料　１億８,３６１万円
　　　　（３．１％）

国庫支出金
１億９,９３５万円
（３．４％）

県支出金　３億４,４７６万円
　　　　（５．９％）

繰入金　４５０万円
　　　　（０.１％）

その他　１億４,０６１万円
　　　　（２．４％）

町税　１７億１,４７９万円
（２９.２％）

地方交付税　２１億円
（３５．８％）

町の借入金　３億６,７１０万円
（６．３％）

歳出合計
５８億６,３７６万円
（１００％）

その他　１,１２０万円
（０.２％）

人件費　１２億４,７５６万円
（２１.３％）

扶助費　５億３,４７２万円
（９.１％）

借金の返済　９億１１５万円
（１５.４％）

物件費　９億１,７８８万円
（１５．６％）

維持補修費　４,１９０万円
（０.７％）

投資・出資・貸付金
１,７００万円（０.３％）

補助金・負担金等
１１億１９３万円
（１８.８％）

繰出金　５億２,１９９万円
　　　　（８.９％）

普通建設事業費
５億６,８４３万円
（９.７％）

諸収入
４億７,９０８万円
（８．２％）

会 　 計 　 名 平成20年度 平成19年度 対前年比 議決結果
一　般　会　計 58億6,376万円 60億 1,625万円 97.5 賛成９反対３で可決

特
別
会
計

国民健康保険事業 20億6,741万円 20億 6,059万円 100.3 賛成９反対３で可決
老人保健 2億2,850万円 25億 2,241万円 9.1 全員賛成で可決
後期高齢者医療 2億531万円 ― ― 賛成９反対３で可決
かんがい揚排水施設維持管理運営費 4,813万円 4,529万円 106.3 賛成９反対３で可決
住宅新築資金等 136万円 204万円 66.7 全員賛成で可決
流域関連公共下水道事業 7億6,598万円 7億9,490万円 96.4 全員賛成で可決
谷山池パイプライン水利施設維持管理運営費 1,353万円 1,597万円 84.7 全員賛成で可決

水道事業会計
収益的収入 3億4,929万円 3億7,875万円 91.5 全員賛成で可決
収益的支出 3億4,668万円 3億5,825万円 96.8

病院事業会計
収益的収入 27億4,057万円 27億 4,428万円 99.9 全員賛成で可決
収益的支出 27億3,657万円 27億 2,859万円 100.3

介護老人保健施設事業会計
収益的収入 3億803万円 3億84万円 102.4 全員賛成で可決
収益的支出 3億747万円 3億18万円 102.4

【会計別予算】
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歳  出   予算額

５８億  ６,３７６万円

　　　  （１００％）

一般会計予算　の使いみち
○ 報酬 ４，１１０万円

○ 会議録速記料 ３５４万円

○ 政務調査費 ３１２万円

○ 本会議等出務費用弁償 １０２万円

議会費

○ 町有財産管理費用 ２，９６７万円

○ 電子計算機管理費用 ８，７６２万円

○ 住民基本台帳ネットワークシステム・

　 戸籍総合システム機器等使用料など ６，３０５万円

○ 交通安全対策費用 ４４７万円

○ 文書・広報発行費用 ２，８９７万円

○ 知的障害者施設支援費 １億３６４万円

○ 国保会計繰出金 ３，３５８万円

○ 介護保険広域連合負担金 ２億６，０５０万円

○ 老人保健会計繰出金 １億９，９５７万円

○ 社会福祉協議会補助金 ３，５００万円

○ 後期高齢者医療療養費給付費負担金 １億６，０５９万円

○ 総合福祉センター指定管理料 ８，２２４万円

○ くらじクリーンセンター負担金 ２億８３５万円

○ 病院事業繰出金 ９，９４８万円

○ 合併処理浄化槽整備事業費補助金 １，０８２万円

○ じん芥収集業務委託料 ９，６４１万円

○ し尿収集町補助金 ５０８万円

○ 衛生センター指定管理料 ７，９７３万円

○ 葬斎場指定管理料 １，８６２万円

○ 妊婦健診委託料 １５０万円

○ 老人保険事業委託料 ２，０００万円

○ 福岡県労働金庫預託金 １，０００万円

労働費

衛生費

民生費

総務費

総務費
６億８,３５２万円
（１１.６％）

民生費
１８億５,３６８万円
（３１.６％）

衛生費
６億７,２３４万円
（１１.５％）

借金の返済
９億１１５万円
（１５.４％）

労働費　１,０００万円（０.２％）

議会費　９,５３６万円（１.６％）

予備費　１,０００万円（０.２％）
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歳  出   予算額

５８億  ６,３７６万円

　　　  （１００％）

一般会計予算　の使いみち

○ 計画転作互助方式推進事業補助金 ２，０４８万円

○ 競争力ある土地利用型農業育成事業補助金 １８０万円

○ 活力ある高収益型園芸産地育成事業補助金 ５，１０４万円

農林水産業費

○ 商工会補助金 ４００万円

○ 産業まつり補助金 ２００万円

○ 西川線、中山・中間線路線バス運行負担金

　  １，６５２万円

○ ひびき信用金庫預託金 ５００万円

○ ＪＲバス廃止に伴う代替バス補助金 ２４２万円

商工費

○ため池等整備事業費 ９５０万円

○道路改築事業地元負担金 ３，２２５万円

○ (仮称 ) 筑豊インターチェンジ・アクセス道路負担金

　  ２億２，５００万円

○ 公共下水道会計への繰出金 １億７，３７６万円

○ 町営住宅管理費 ３，９２０万円

○ 公園整備事業費 ９２８万円

○ 道路新設改良費 ９８４万円

○ 用排水路費 １，２１５万円

○ 急傾斜地崩壊対策事業費 ３，１６８万円

○ 治水堤防費 ７８５万円

○ 山田川水利組合負担金 ７００万円

○ 大谷自然公園指定管理料 ６５４万円

土木費

○ 総合福祉センター建設等に借り入れた借金の返済

　 元金 ７億８，７８５万円

　 利子 １億１，３３１万円

借金の返済

○ 外国青年招致事業費 ５４６万円

○ 文化財保護に伴う経費 １６０万円

○ 学校施設警備委託料 ８０４万円

○ 青少年育成町民会議補助金 １０４万円

○ 町民体育祭報償費 １８１万円

○ 学校給食に伴う経費 ５，３７４万円

○ 直鞍広域消防事務組合負担金　

　  ２億７，１３４万円

○ 防火水槽新設工事費 ５００万円

○ 消防団員の報酬・費用弁償等 ２，４６７万円

○ 防犯灯整備工事費 １００万円

消防費

教育費

衛生費
６億７,２３４万円
（１１.５％）

土木費
７億４，８４１万円
（１２.８％）

消防費
３億１０６万円
（５.１％）

教育費
４億６６６万円
（６.９％）

借金の返済
９億１１５万円
（１５.４％）

商工費　４,９０８万円（０.８％）

農林水産業費　１億３,２５０万円（２.３％）

その他
１万円
（０.０％）
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平成 20 年度施政方針

助け合う、支えあう、
住民協働の町づくりを

○
本
町
の
財
政
状
況

　

本
町
の
財
政
は
、
自
主
財

源
４
割･

依
存
財
源
６
割
と

い
う
財
源
構
造
に
あ
り
、
国

庫
補
助
負
担
金
の
一
般
財
源

化
、
新
型
交
付
税
の
導
入
な

ど
地
方
交
付
税
制
度
の
見
直

し
に
よ
り
、
財
源
状
況
は
さ

ら
に
厳
し
さ
を
増
す
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
。

○
自
主
財
源
（
町
税
）
は

　

町
税
は
、
国
の
三
位
一
体

の
改
革
に
よ
り
、
所
得
税
の

一
部
が
税
源
移
譲
さ
れ
増
加

を
見
込
ん
で
い
ま
し
た
が
、

所
得
譲
与
税
や
減
税
補
て
ん

債
が
減
額
さ
れ
、
町
の
財
政

状
況
は
一
段
と
厳
し
さ
を
増

し
て
い
ま
す
。

○ 

今
年
度
の
予
算
編
成
は

　

平
成
20
年
度
の
予
算
編
成

で
は
、
集
中
改
革
プ
ラ
ン

の
さ
ら
な
る
取
り
組
み
に
よ

り
、
事
務
事
業
の
見
直
し
や

経
常
経
費
の
削
減
な
ど
財
政

の
健
全
化
を
図
る
こ
と
に
よ

り
確
保
し
た
財
源
を
、
子
育

て
支
援･

福
祉･

教
育
な
ど

の
重
点
施
策
に
振
り
分
け
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

○
対
策
は

　

さ
ら
な
る
健
全
化
の
取
り

組
み
と
、
助
け
合
う
、
支
え

あ
う
、
住
民
協
働
の
町
づ
く

り
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
職
員
の
意
識

改
革
を
行
い
、
町
民
が
抱
え

て
い
る
課
題
に
正
面
か
ら
取

り
組
み
、
そ
の
解
決
の
た
め

汗
を
か
い
て
行
政
運
営
に
取

り
組
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ

の
厳
し
い
状
況
を
克
服
し
、

町
民
福
祉
の
向
上
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

　

選挙管理委員および同補充員を選任
選挙管理委員および同補充員の任期が３月31日で満了するので、選挙

（指名推薦）を行い、次の方々を選任しました。

秦
はた

　暘
　あきら

氏（中山）入
いりえ

江　均
　ひとし

氏（新北）和
わ だ

田　康
やすのり

徳氏（小牧）中
なかにし

西　憲
けんじ

治氏（中山） 

田
たしろ

代　カツラ氏（長谷） 栗
くり た

田　稔
　みのる

氏（上木月） 野
のな か

中　照
てるひこ

彦氏（木月） 日
ひだか

高　加
か よ こ

代子氏（八尋）

選 挙 管 理 委 員補 充 員

柴田　好輝　町長
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次
の
会
計
の
補
正
予
算
を
全
員
賛
成
で
可
決

し
ま
し
た
。

○ 

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

○ 

住
宅
新
築
資
金
等
特
別
会
計

○ 

流
域
関
連
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

○ 

水
道
事
業
会
計

「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
が
始
ま
る
と
、
ど
う
な
る
か

不
安
で
す
」
と
い
う
声
が
聞
か
れ
る
、病
院
の
待
合
室
。

そ
の
他
の
予
算

一
般
会
計

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

開
始
の
た
め
の
経
費
な
ど

６
１
８
６
万
円
を
減
額

補正の主なもの

《歳入》

　諸収入減額　　　　　　　　▲２億９，１６３万円

　基金繰入金追加　　　　　　　２億 １２９万円

　町債追加　　　　　　　　　　　　３，１１０万円

　民生費負担金追加　　　　　　　　１，１９７万円

　県支出金減額　　　　　　　　　　　▲９６１万円

《歳出》

　退職手当追加　　　　　　　　　　２，６３１万円

　障害者自立支援費減額　　　　　▲１，１０１万円

　競争力ある土地利用型農業育成事業補助金減額

　　　　　　　　　　　　　　　　　　▲７４３万円

　道路改築事業地元負担金減額　　　　▲７４２万円

　老人保護措置委託料減額　　　　　　▲５５３万円

19年度 補正予算
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本
補
正
予
算
は
、
当
初
予
算
の
編
成

の
際
、
財
源
不
足
を
補
う
た
め
特
定
目

的
基
金
か
ら
約
３
億
円
を
一
時
借
り
入

れ
て
予
算
組
み
を
し
て
い
ま
し
た
。
今
回

９
６
２
９
万
円
の
剰
余
金
が
出
ま
し
た
の

で
、
不
足
分
に
財
政
調
整
基
金
を
取
り
崩

し
て
あ
て
、
全
額
返
済
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
シ
ス
テ

ム
開
発
費
、
早
期
退
職
職
員
の
退
職
金
、

予
算
執
行
残
額
な
ど
に
、
現
時
点
で
確

定
し
て
い
る
国
・
県
の
補
助
金
、
基
金
繰

入
金
、
諸
収
入
、
町
債
な
ど
調
整
し
、
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
６
１
８
６
万
円
を
減
額

し
、
予
算
総
額
を
63
億
３
３
２
０
万
円
と

し
ま
し
た
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
）



条例の制定及び改正

乳
幼
児
医
療
費
の
支
給

対
象
年
齢
を
引
き
上
げ

10
月
か
ら
５
歳
未
満
に

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

　

当
町
の
子
育
て
世
代
支
援

体
制
を
充
実
さ
せ
、
子
ど
も

を
生
み
、
子
育
て
し
や
す
い

町
、
住
み
よ
い
町
と
す
る
た

め
、
乳
幼
児
医
療
費
の
支
給

対
象
年
齢
を
こ
れ
ま
で
の
３

歳
未
満
か
ら
５
歳
未
満
ま
で

に
引
き
上
げ
ま
す
。

　

な
お
、
障
害
者
や
母
子
家

庭
な
ど
の
医
療
費
助
成
制
度

に
つ
い
て
も
、
現
在
県
議
会

で
審
議
中
で
す
の
で
、
結
果

を
待
っ
て
検
討
し
ま
す
。

（
賛
成
９
・
反
対
３
で
可
決
）

国
保
税
が
３
本
立
て
に

　

後
期
高
齢
者
医
療
医
療
制

度
は
医
療
費
総
額
の
５
割
を

公
費
で
、
４
割
を
各
保
険
者

の
支
援
金
で
、
１
割
を
被
保

険
者
の
保
険
料
で
運
営
す
る

た
め
、
平
成
20
年
度
分
の
国

保
税
か
ら
は
、
課
税
科
目
に

「
後
期
高
齢
者
支
援
金
分
」

が
加
わ
り
「
医
療
分
」「
介

護
納
付
金
分
」
と
あ
わ
せ
て

３
本
立
て
に
な
り
ま
す
。

　

限
度
額
は
「
医
療
分
」
47

万
円
、「
後
期
高
齢
者
支
援

金
分
」
12
万
円
と
な
り
ま
す

が
、「
介
護
納
付
金
分
」
は

従
前
の
ま
ま
で
す
。

　
　
　
　

反
対
討
論

　

国
保
に
対
す
る
国
庫
負
担
の

削
減
が
、
国
保
税
値
上
げ
の
要

因
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の

改
正
で
、
限
度
額
が
３
万
円
値

上
げ
さ
れ
ま
す
。

　

国
民
の
命
を
守
る
制
度
が
、
苦

し
め
る
制
度
に
変
わ
っ
て
き
て
い

る
今
、
国
保
税
を
値
上
げ
す
る
議

案
に
は
反
対
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
松
本
典
子
）

　

本
年
４
月
１
日
か
ら
開

始
さ
れ
る
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
の
運
営
は
、
都
道
府
県

単
位
で
設
立
さ
れ
た
「
後
期

高
齢
者
医
療
広
域
連
合
」
が

行
い
ま
す
が
、
市
町
村
も
被

保
険
者
の
身
近
な
窓
口
と
し

て
、
被
保
険
者
か
ら
の
申
請

な
ど
の
受
付
や
、
保
険
証
の

引
き
渡
し
、
特
別
徴
収
が
で

き
な
い
被
保
険
者
の
保
険
料

を
普
通
徴
収
と
し
て
徴
収
す

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
運
営
の
た
め
の
事
務

（
賛
成
９
・
反
対
３
で
可
決
）

　
　
　
　

反
対
討
論

　

２
０
０
６
年
自
民
、
公
明
の

強
行
採
決
に
よ
り
採
択
さ
れ
た

医
療
改
悪
で
す
。

長
生
き
し
た
ら
医
療
費
の
心
配

が
な
い
よ
う
に
す
る
の
が
政
治

の
責
務
で
す
。

　

こ
の
制
度
は
こ
れ
に
逆
行

し
、
お
年
寄
り
を
い
じ
め
、
そ

し
て
生
存
権
を
奪
う
制
度
だ
と

思
う
の
で
、
反
対
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
松
本
典
子
）

る
な
ど
の
事
務
を
行
う
た
め

の
条
例
を
制
定
し
ま
す
。

【
町
の
主
な
事
務
内
容
】

○ 

被
保
険
者
か
ら
の
申
請
等

の
受
付

○
保
険
証
の
引
渡
し

○
保
険
料
の
普
通
徴
収

　
　
　
　

反
対
討
論

　

こ
の
制
度
は
、
国
の
放
漫
な

政
策
運
営
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ

れ
た
、
莫
大
な
借
金
を
埋
め
る

た
め
、
医
療
費
の
節
約
を
目
的

に
作
ら
れ
た
制
度
で
す
。

　

特
殊
法
人
の
解
体
、
天
下
り

の
禁
止
な
ど
国
の
無
駄
使
い
を

や
め
さ
せ
る
こ
と
が
先
決
で
あ

る
と
考
え
る
の
で
、
反
対
し
ま

す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
香
原　

暹
）

　

健
康
保
険
法
等
が
改
正
さ

れ
、
医
療
費
適
正
化
の
総
合

的
な
推
進
の
た
め
、
す
べ
て

の
保
険
者
に
「
特
定
健
康
診

査
・
特
定
保
健
指
導
」
が
義

務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
健
診
の
受
診
率
が
目

標
よ
り
低
い
と
、
町
国
民
健

康
保
険
か
ら
後
期
高
齢
者
へ

の
支
援
金
が
増
額
さ
れ
、
被

保
険
者
の
負
担
が
増
え
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

「
健
康
診
断
」
を

義
務
付
け

す
べ
て
の
保
険
者
に

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

※
特
定
健
康
診
査

　

 

40
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
方
を

対
象
に
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ

ン
ド
ロ
ー
ム
（
内
臓
脂
肪
型

肥
満
）
該
当
者
お
よ
び
そ
の

予
備
群
を
早
期
に
見
つ
け
る

た
め
の
健
診
で
す
。

※
特
定
保
健
指
導

　

 

該
当
者
と
そ
の
予
備
群
の
人

を
対
象
に
、
予
防
・
解
消
に

向
け
た
指
導
が
行
わ
れ
ま
す
。

● 

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
に
な
る
と
心
疾
患
の
発
症

リ
ス
ク
が
約
36
倍
に
も
な
り

ま
す
。
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こ
れ
ま
で
私
用
車
に
よ
る

出
張
に
対
す
る
旅
費
は
、
公

共
の
交
通
機
関
の
運
賃
を
基

に
算
出
し
て
い
ま
し
た
が
、

社
会
情
勢
の
変
化
な
ど
に
よ

り
、
実
際
の
走
行
距
離
に
応

じ
て
算
出
す
る
こ
と
に
改
め

ま
す
。

特
別
職･

一
般
職
員
の

旅
費
改
正

走
行
距
離
に
応
じ
て
算
出

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

整
形
外
科

　

昨
年
７
月
１
日
か
ら
週
３

回
の
外
来
診
療
の
み
を
行
っ

て
き
ま
し
た
が
、
産
業
医
科

大
学
か
ら
常
勤
医
師
を
派
遣

す
る
と
の
通
知
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
本
年
４

月
１
日
か
ら
、
従
前
ど
お
り

の
診
療
体
制
と
な
り
ま
す
。

眼　

科

　

九
州
大
学
眼
科
学
教
室
か

ら
、
本
年
３
月

31
日
を
も
っ
て
、

常
勤
医
師
の
派

遣
を
中
止
す
る

旨
の
連
絡
が
あ

り
ま
し
た
。

　

眼
科
が
な
く

な
る
こ
と
は
、

地
域
住
民
の
健

康
管
理
に
か
か

わ
る
重
要
な
問

題
で
あ
る
た
め
、

大
学
と
協
議
を

行
い
週
２
回
非

常
勤
医
師
で
対

応
を
し
て
い
く

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

し
た
が
っ
て
、
今
後
の

眼
科
診
療
は
、
地
域
住
民
の

要
望
に
十
分
な
診
療
体
制
を

も
っ
て
応
え
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
が
、
４
月
１
日
か
ら

非
常
勤
医
師
に
よ
る
週
２
回

の
外
来
診
療
の
み
と
な
り
ま

す
。

 

職
員
ト
イ
レ
便
座
火
災
は

た
ば
こ
の
不
始
末
か

　

広
域
消
防
本
部
か
ら
、
１

月
23
日
に
町
立
病
院
の
職
員

ト
イ
レ
便
座
火
災
の
出
火
原

因
調
査
結
果
報
告
書
が
提
出

さ
れ
ま
し
た
。

　

報
告
書
に
よ
る
と
、
タ
バ

コ
の
火
に
よ
る
出
火
の
可
能

性
が
高
い
と
推
定
さ
れ
、
直

方
警
察
署
で
は
引
き
続
き
捜

査
中
で
す
。

　

火
災
後
の
安
全
管
理
に
つ

い
て
は
、
防
火
体
制
の
再
点

検
・
検
証
を
行
い
、
設
備
面

で
は
、
煙
感
知
器
や
防
犯
カ

メ
ラ
の
設
置
な
ど
を
行
い
、

防
犯
・
防
災
体
制
の
強
化
を

図
っ
て
い
ま
す
。

　

本
町
の
財
政
状
況
は
依
然

と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
る

の
で
、
町
長
自
ら
平
成
20
年

度
と
21
年
度
の
２
年
間
給
与

月
額
お
よ
び
ボ
ー
ナ
ス
を

10
％
減
額
し
ま
す
。
ま
た
、

こ
れ
に
合
わ
せ
て
副
町
長
は

７
％
、
教
育
長
は
５
％
を
減

額
し
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
２
年
間
で

４
４
２
万
円
が
削
減
で
き
ま

す
。

町
長
自
ら
給
料
・
ボ
ー
ナ
ス
を

10
％
カ
ッ
ト

副
町
長　

７
％

教
育
長　

５
％

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

　

町
職
員
の
勤
務
時
間
は
、

通
常
週
40
時
間
で
す
が
、
小

学
校
就
学
前
ま
で
の
子
を
養

育
職
員
に
は
、
週
の
勤
務
時

間
が
20
時
間
か
ら
25
時
間
ま

で
の
範
囲
内
で
短
時
間
勤
務

が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

給
与
は
、
勤
務
し
な
い
時

間
に
応
じ
て
減
額
さ
れ
ま
す
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

育
児
短
時
間
勤
務

制
度
を
導
入

　

県
立
高
校
の
授
業
料
値
上

げ
に
伴
い
、
鞍
手
分
校
の
授

業
料
を
平
成
20
年
度
の
入
学

生
か
ら
月
額
３
３
０
０
円
を

３
４
０
０
円
に
値
上
げ
し
ま

す
。

（
賛
成
10
・
反
対
２
で
可
決
）

鞍
手
分
校
の

授
業
料
値
上
げ

　

近
年
、
出
産
の
高
齢
化

が
進
ん
で
い
る
こ
と
や
、

ス
ト
レ
ス
を
抱
え
る
妊
婦

が
増
加
す
る
傾
向
に
あ
る

こ
と
な
ど
か
ら
、
母
胎
の

健
康
を
確
保
す
る
た
め
の

妊
婦
健
康
診
査
は
そ
の
重

要
性
・
必
要
性
が
高
ま
っ

て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
経
済
的
理
由

や
就
労
等
の
た
め
受
診
し

な
い
妊
婦
も
見
受
け
ら
れ

ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
次
世
代
育

成
支
援
計
画
に
基
づ
く
少

子
化
対
策
と
し
て
、
20
年

度
よ
り
公
費
に
よ
る
無
料

健
診
が
、
こ
れ
ま
で
の
２

回
か
ら
５
回
に
増
や
さ
れ

ま
す
。

妊
婦
健
診
費
用
助
成
が

拡
充
さ
れ
ま
す

無
料
健
診
が

２
回
か
ら
５
回
に

町
立
病
院

町立病院・
整
形
外
科
の
入
院
、
救
急
医
療
を
再
開

・
眼
科
は
週
２
回
の
外
来
の
み
に

行　

政　

報　

告
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「
鳥
獣
被
害
防
止
特

措
法
」
関
連
予
算
を
、

自
然
林
復
元
と
被
害

防
除
に
使
う
こ
と
等

を
求
め
る
意
見
書
提

出
に
関
す
る
陳
情

【
要
旨
】
近
年
、
野
生
鳥
獣

に
よ
っ
て
農
家
が
受
け
る
農

作
物
被
害
は
、
所
に
よ
っ
て

は
惨
状
と
い
う
ま
で
に
増
大

し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
12
月
に
成
立
し
た

「
鳥
獣
被
害
防
止
特
措
法
」

の
予
算
が
、
鳥
獣
捕
殺
で
は

な
く
、
野
生
鳥
獣
が
帰
れ

る
広
葉
樹
の
自
然
の
森
の
復

元
、
鳥
獣
の
侵
入
防
止
柵
な

ど
の
被
害
防
除
に
使
わ
れ
る

こ
と
等
を
求
め
る
意
見
書
を

関
係
行
政
庁
に
提
出
し
て
い

た
だ
き
た
く
陳
情
し
ま
す
。

【
送
付
先
】

内
閣
総
理
大
臣　

福
田
康
夫

農
林
水
産
大
臣　

若
林
正
俊

レ
セ
プ
ト
の
オ
ン

ラ
イ
ン
請
求
義
務

化
に
関
す
る
陳
情

【
要
旨
】
医
療
機
関
が
保
険

診
療
を
行
っ
た
際
に
提
出

す
る
診
療
報
酬
請
求
書
・
レ

セ
プ
ト
を
、
２
０
１
１
年
度

以
降
は
、
全
医
療
機
関
に
オ

ン
ラ
イ
ン
請
求
が
義
務
化
さ

れ
ま
す
。
こ
れ
が
義
務
化
さ

れ
れ
ば
多
く
の
開
業
医
が
廃

院
を
検
討
す
る
と
し
て
い
ま

す
。
地
域
の
開
業
医
の
廃
院

に
よ
り
地
域
医
療
の
崩
壊
に

陥
ら
な
い
こ
と
を
求
め
る
意

見
書
を
国
に
提
出
し
て
い
た

だ
き
た
く
陳
情
し
ま
す
。

継
続
審
査
と
し
た
陳
情

幸
の
浦
た
め
池
災
害
防
止

工
事
に
関
す
る
陳
情

【
陳
情
者
】

　

八
尋
区
長　

小
野
隆
俊

「
地
方
自
治
体
の
安
定
的

財
政
運
営
と
道
路
特
定
財

源
の
確
保
を
求
め
る
意
見

書
」
提
出
を
求
め
る
陳
情

【
陳
情
者
】

鞍
手
町
大
字
新
北

　
　
　

２
４
５
５
番
地
１

　
　
　
　
　

川
野　

高
實

 

陳　

情

（
賛
成
11
・
反
対
１
で
可
決
）

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

指
定
管
理
者
を
指
定

社
会
福
祉
協
議
会
に

　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

指
定
管
理
者
に
、
鞍
手
町
社

会
福
祉
協
議
会
を
候
補
者
と

し
て
、
議
会
に
諮
ら
れ
ま
し

た
。

【
指
定
期
間
】

平
成
20
年
４
月
１
日
か
ら

平
成
22
年
３
月
31
日
ま
で

（
賛
成
10
・
反
対
２
で
可
決
）

民
事
調
停
の
申
立
て

町
営
住
宅
入
居
者
に
対
し
て

　

長
期
間
家
賃
を
滞
納
し
て

い
る
町
営
住
宅
入
居
者
に
対

し
、再
三
納
付
督
促
を
行
い
、

内
容
証
明
郵
便
も
送
り
ま
し

た
が
、
受
け
取
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

町
と
し
て
は
、
入
居
者
に
対

し
て
、
最
終
的
に
滞
納
家
賃
に

つ
い
て
話
し
合
う
た
め
、
民
事

調
停
を
求
め
ま
す
。

　
　
　
　

反
対
討
論

　

民
事
調
停
の
前
に
は
、
も
っ

と
配
慮
が
必
要
と
思
い
ま
す
。

収
入
が
大
き
く
減
少
し
た
こ
と

も
分
か
っ
て
い
る
の
に
、
何
の

対
応
も
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

も
う
少
し
温
か
い
気
配
り
が

あ
れ
ば
、
ま
た
、
行
政
が
多
少

行
き
過
ぎ
て
い
る
の
で
は
と
考

え
る
の
で
、
反
対
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
松
本
典
子
）

今
定
例
会
で
は
、
前
回
継
続
審
査
と
し
て

い
た
１
件
を
含
む
４
件
を
審
議
し
、
２
件

を
採
択
、
２
件
を
継
続
審
査
と
し
ま
し
た
。

環
境
大
臣　
　
　

鴨
下
一
郎

【
陳
情
者
】

　

日
本
熊
森
協
会

　
　
　

会
長　

森
山
ま
り
子

【
送
付
先
】

内
閣
総
理
大
臣　

福
田
康
夫

厚
生
労
働
大
臣　

舛
添
要
一

【
陳
情
者
】

　

福
岡
県
保
険
医
協
会

　
　
　
　

会
長　

松
井
岩
美

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

民
事
調
停
の
申
立
て

町
営
住
宅
家
賃
の
悪

質
滞
納
者
に
対
し
て

　

長
期
に
わ
た
っ
て
家
賃
を

滞
納
し
て
い
る
町
営
住
宅
入

居
者
に
対
し
、
再
三
に
わ
た

り
、
納
付
指
導
を
行
い
、
分

納
契
約
も
締
結
し
ま
し
た

が
、
履
行
さ
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。
ま
た
、
滞
納
家
賃
の
最

終
督
促
と
し
て
内
容
証
明
郵

便
も
送
り
ま
し
た
が
、
受
け

取
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

町
と
し
て
は
、
入
居
者
に

対
し
て
、
直
ち
に
滞
納
家
賃

お
よ
び
住
宅
の
明
渡
し
の
提

訴
は
せ
ず
、
最
終
的
に
入
居

者
と
滞
納
家
賃
に
つ
い
て
話

し
合
う
た
め
、
民
事
調
停
を

求
め
ま
す
。

指
定
管
理
者
が
管
理
す
る
こ

と
に
な
る
「
く
ら
じ
の
郷
」

そ
の
他
の
審
議
事
項
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「
バ
イ
オ
マ
ス
推
進
基

本
法
」（
仮
称
）
の
制

定
を
求
め
る
意
見
書

【
要
旨
】
石
油
脱
却
に
向
け

て
カ
ギ
を
握
っ
て
い
る
の
が

代
替
燃
料
と
し
て
の
バ
イ
オ

燃
料
で
す
。
石
油
産
業
社
会

に
替
わ
る
「
バ
イ
オ
マ
ス
産

業
社
会
」
を
も
展
望
し
、
食

糧
と
の
競
合
問
題
へ
の
対
応

も
含
め
て
、
日
本
を
あ
げ
て

バ
イ
オ
マ
ス
活
用
の
推
進
を

図
る
た
め
に
「
バ
イ
オ
マ
ス

推
進
基
本
法
」（
仮
称
）
を

制
定
す
べ
き
で
す
。

　

現
在
、
政
府
が
進
め
る

「
バ
イ
オ
マ
ス
・
ニ
ッ
ポ
ン

総
合
戦
略
」
を
総
合
的
か
つ

計
画
的
に
推
進
す
る
た
め
に

も
、
同
基
本
法
の
制
定
を
強

く
要
望
し
ま
す
。

【
送
付
先
】

内
閣
総
理
大
臣

　
　
　
　
　

福
田　

康
夫

文
部
科
学
大
臣

　
　
　
　
　

渡
海
紀
三
朗

農
林
水
産
大
臣

　
　
　
　
　

若
林　

正
俊

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
か

地
上
デ
ジ
タ
ル
放

送
の
受
信
対
策
の
推

進
を
求
め
る
意
見
書

【
要
旨
】
デ
ジ
タ
ル
放
送
へ

の
移
行
に
伴
う
視
聴
者
の

負
担
問
題
に
つ
い
て
は
、
経

済
弱
者
へ
の
支
援
策
が
求
め

ら
れ
て
お
り
、
ま
た
、
視
聴

者
の
デ
ジ
タ
ル
受
信
器
購
入

や
ア
ン
テ
ナ
工
事
、
共
聴
施

設
の
改
修
等
具
体
的
行
動
に

つ
い
て
、
理
解
を
深
め
、
支

援
す
る
方
策
が
求
め
ら
れ
ま

す
。

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
関
係

予
算
の
着
実
な
執
行
な
ど
、

政
府
を
挙
げ
た
取
り
組
み
を

し
て
い
た
だ
く
よ
う
強
く
求

め
ま
す
。

【
送
付
先
】

内
閣
総
理
大
臣

　
　
　
　
　

福
田　

康
夫

総
務
大
臣

　
　
　
　
　

増
田　

寛
也

中
小
企
業
底
上
げ

対
策
の
一
層
強
化

を
求
め
る
意
見
書

【
要
旨
】
わ
が
国
企
業
の

99
％
を
占
め
日
本
経
済
を
下

支
え
す
る
中
小
企
業
が
健
全

な
経
営
環
境
を
取
り
戻
し
、

地
域
経
済
の
発
展
に
寄
与
す

る
た
め
、
政
府
に
対
し
て
、

中
小
企
業
底
上
げ
対
策
の
一

層
強
化
を
図
る
よ
う
次
の

事
項
に
つ
い
て
強
く
要
望
す

る
。

　
　
　
　
　

記

１
． 「
仮
称
・
中
小
企
業
資

金
繰
り
円
滑
化
法
」
の

早
期
制
定

２
．   

省
庁
所
管
の
中
小
企
業

相
談
窓
口
の
一
本
化

３
． 

下
請
代
金
支
払
遅
延
防

止
法
を
厳
格
に
運
用
す

る

４
． 

下
請
適
正
取
引
の
周
知

徹
底
を
行
う
こ
と

【
送
付
先
】

内
閣
総
理
大
臣

　
　
　
　
　

福
田　

康
夫

経
済
産
業
大
臣

　
　
　
　
　

甘
利　
　

明

「
協
同
労
働
の
協
同
組

合
法
」
の
速
や
か
な

制
定
を
求
め
る
意
見
書

【
要
旨
】
21
世
紀
の
地
域
社

会
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
い

う
フ
ィ
ー
ル
ド
の
中
で
、
企

業
社
会
で
培
っ
た
技
術
を
持

つ
「
高
齢
者
」
と
地
域
を
知

り
尽
く
し
た「
女
性
」と「
障

害
者
」、
そ
し
て
外
国
人
と

現
役
が
、
労
働
を
通
じ
た
福

祉
型
社
会
を
実
現
さ
せ
る
こ

と
が
重
要
な
課
題
で
す
。
こ

れ
が
「
協
働
」
の
社
会
で
あ

り
、
新
し
い
「
自
治
」
の
姿

で
す
。

　

こ
れ
ら
を
推
進
す
る
た
め

に
は
、
国
に
お
い
て
も
、
社

会
の
実
情
を
踏
ま
え
、
少
子

高
齢
社
会
に
対
応
す
る
有
力

な
制
度
と
し
て
、「
協
同
労

働
の
協
同
組
合
法
」
の
速
や

か
な
る
制
定
を
求
め
ま
す
。

【
送
付
先
】

内
閣
総
理
大
臣

　
　
　
　
　

福
田　

康
夫

総
務
大
臣

　
　
　
　
　

増
田　

寛
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
か

地
方
財
政
の
充
実
・

強
化
を
求
め
る
意
見

書
【
要
旨
】
地
方
財
政
計
画
策

定
や
交
付
税
算
定
プ
ロ
セ

ス
に
地
方
が
参
画
す
る
も
と

で
、
地
方
税
の
充
実
強
化
、

地
方
交
付
税
算
定
に
地
域
の

行
政
需
要
を
適
正
に
反
映
さ

せ
、
自
治
体
の
安
定
的
な
財

政
運
営
に
必
要
な
財
源
を
確

保
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

地
方
分
権
の
理
念
を
実
現

す
る
た
め
、
よ
り
住
民
に
身

近
な
と
こ
ろ
で
政
策
や
税
金

の
使
途
決
定
、
住
民
の
意
向
に

そ
っ
た
自
治
体
運
営
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
地
方
財

政
の
充
実・強
化
を
求
め
ま
す
。

【
送
付
先
】

内
閣
総
理
大
臣

　
　
　
　
　

福
田　

康
夫

総
務
大
臣

　
　
　
　
　

増
田　

寛
也

財
務
大
臣

　
　
　
　
　

額
賀
福
志
郎

経
済
産
業
大
臣

　
　
　
　
　

甘
利　
　

明

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
か

意　見　書
議員発議による意見書 5件を全員賛成で可決し、

関係機関あて送付しました。
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質疑・答弁から

問　

後
期
高
齢
者
医
療
制

度
に
お
い
て
、
医
療
費
の
自

己
負
担
限
度
額
を
超
え
た
分

の
返
還
手
続
き
は
ど
う
な
り

ま
す
か
。

　

ま
た
、 

65
歳
以
上
の
障
害

者
は
制
度
加
入
の
選
択
が
で

き
ま
す
か
。

答　

限
度
額
を
超
え
た
分

の
返
還
に
つ
い
て
は
、
老
人

保
健
制
度
と
同
じ
で
す
。

　

障
害
を
持
っ
た
方
の
加
入

に
つ
い
て
は
選
択
で
き
ま
す
。

問　

障
害
者
は
選
択
で
き

る
と
の
こ
と
で
す
が
、
い
つ

ま
で
余
裕
期
間
が
あ
る
の
で

す
か
。
ま
た
、
役
場
の
窓
口

は
ど
こ
で
す
か
。

答　

本
人
の
意
思
表
示
は

３
月
31
日
ま
で
と
し
て
い
ま

す
が
、
そ
の
後
も
随
時
受
付

で
き
ま
す
。
窓
口
は
保
険
健

康
課
で
す
。

問　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

の
事
務
は
、
何
人
で
対
応
す

る
の
で
す
か
。

国
、
県
か
ら
事

務
費
は
く
る
の

で
す
か
。

答　

保
険
年

金
班
８
人
で
対

応
し
ま
す
。

　

事
務
費
に

対
し
て
の
補
助

金
は
あ
り
ま
せ

ん
。

問　

延
滞
金

の
率
が
高
い
し

罰
則
も
あ
り

ま
す
が
、
そ
の

根
拠
、理
由
は
。

答　

延
滞
金
の
率
は
地
方

税
法
に
基
づ
い
て
い
ま
す
。

罰
則
規
定
を
含
め
、
こ
の
条

例
は
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

に
関
す
る
法
律
に
基
づ
い
て

作
っ
て
い
ま
す
。

問　

後
期
高
齢
者
医
療
制

度
の
周
知
徹
底
は
出
来
て
い

る
と
思
い
ま
す
か
。

答　

広
域
連
合
本
部
で
も

い
ろ
い
ろ
な
機
会
を
と
ら
え

て
周
知
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

町
も
地
域
で
の
説
明
会
を

行
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
ま
だ
周
知
徹
底

を
は
か
る
必
要
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。

問　

特
別
職
に
随
行
が
必

要
と
な
る
出
張
と
は
ど
の
よ

う
な
場
合
で
す
か
。
随
行
は

ど
う
い
う
職
員
が
す
る
の
で

す
か
。

答　

特
別
職
が
出
張
す
る

際
、
事
務
的
な
説
明
な
ど
が

必
要
な
場
合
で
す
。
随
行
員

の
規
定
は
な
い
の
で
、
そ
の

時
の
担
当
職
員
が
随
行
し
ま

す
。

問　

町
長
が
上
京
し
た
つ

い
で
に
陳
情
に
行
く
場
合

も
、
随
行
す
る
の
で
す
か
。

答　

そ
の
よ
う
な
場
合
は

随
行
し
ま
せ
ん
。

　

特
定
の
事
案
に
つ
い
て
国

に
陳
情
す
る
場
合
な
ど
で
す

が
、
基
本
的
に
随
行
は
あ
ま

り
あ
り
ま
せ
ん
。

問　

非
常
勤
特
別
職
の
日

当
は
町
内
２
千
円
と
な
っ
て

い
ま
す
が
多
い
と
思
い
ま

す
。
廃
止
や
半
額
に
す
る
考

え
は
。

答　

議
員
の
費
用
弁
償
は

２
千
円
で
す
。
た
だ
非
常
勤

特
別
職
は
議
員
以
外
に
も
た

く
さ
ん
い
ま
す
。
そ
う
い
う

方
も
含
め
日
額
報
酬
と
費
用

弁
償
を
支
払
う
こ
と
を
定
め

て
い
ま
す
。

問　

町
財
政
が
逼
迫
し
て

い
る
中
、
日
当
を
減
額
す
る

こ
と
は
、
各
種
委
員
に
説
明

す
れ
ば
了
解
し
て
も
ら
え
る

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

答　

今
後
行
革
の
審
議
の

中
に
出
て
く
る
問
題
だ
と
思

い
ま
す
の
で
、
十
分
検
討
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問　

国
保
税
の
限
度
額
は

56
万
円
が
59
万
円
に
な
る
と

い
う
こ
と
で
す
か
。
後
期
高

齢
者
支
援
金
分
が
加
わ
る
の

で
世
帯
の
負
担
が
増
え
る
と

思
い
ま
す
が
、
ど
の
位
増
え

る
の
で
す
か
。

答　

限
度
額
は
59
万
円
に

な
り
ま
す
。

　

負
担
増
に
つ
き
ま
し
て

自己負担限度額（月額）
外　来

（個人ごと） 入　院 世帯単位

現 役 並 み
所 得 者 44,400 円 80,100+1%

（44,400 円）
80,100+1%
（44,400 円）

一　　般 12,000 円 44,400 円 44,400 円

低所得
Ⅱ

8,000 円
24,600 円 24,600 円

Ⅰ 15,000 円 15,000 円
１ 「＋１％は、医療費が 267 千円を超えた場合、超過額の１％
を追加負担。

２（　）内は、年４回以上該当した場合の４回目以降の額。

１カ月当りの自己負担限度額

保険健康課（後期高齢者医療の窓口）
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問　

対
象
年
齢
を
２
歳
引
き

上
げ
る
と
、
ど
の
位
の
予
算

が
必
要
と
な
る
の
で
す
か
。

　

当
初
予
算
に
も
反
映
さ
れ

て
い
る
の
で
す
か
。

答　

２
歳
引
き
上
げ
る
こ

と
で
９
０
０
万
円
ほ
ど
必
要

で
す
が
、 

10
月
か
ら
実
施
で

す
の
で
半
年
分
と
し
て
20
年

度
は
４
０
０
万
円
程
度
の
増

を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

な
お
、
当
初
予
算
で
は
制

度
拡
大
に
伴
う
国
保
連
合
会

へ
の
委
託
料
や
、
関
係
医
療

機
関
等
へ
の
通
知
に
係
る
郵

便
料
な
ど
を
含
め
計
上
し
て

い
ま
す
。

問　

県
の
制
度
改
正
の
情

報
が
あ
り
、
内
容
が
確
定
し

た
時
点
で
改
め
て
条
例
改
正

を
行
う
と
い
う
こ
と
で
し
た

は
、
年
金
78
万
円
の
75
歳
以

上
１
人
、
75
歳
未
満
が
２
人

で
、
う
ち
一
人
に
５
０
０
万

円
の
収
入
が
あ
る
３
人
世
帯

の
場
合
、
約
３
万
４
２
３
０

円
増
え
る
と
試
算
し
て
い
ま

す
。

が
、
そ
の
時
点
で
補
正
予
算

を
組
め
ば
よ
い
の
で
は
。

答　

情
報
で
は
、
通
院
１
医

療
機
関
６
０
０
円
、
入
院
は

５
０
０
円
の
７
日
分
を
個
人

負
担
と
す
る
よ
う
で
す
。
今

ま
で
入
院
は
無
料
、
通
院
は

３
歳
未
満
無
料
、
３
歳
以
上

は
３
割
負
担
で
し
た
。

　

20
年
度
か
ら
は
２
割
負
担

と
な
り
、
そ
の
分
を
町
が
見

る
よ
う
に
予
算
計
上
し
て
い

ま
す
。
た
だ
、
国
保
だ
け
で

な
く
、
社
会
保
険
も
あ
り
ま

す
の
で
、
実
際
の
医
療
費
を

見
て
補
正
を
す
る
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

問　

子
ど
も
は
い
つ
病
気

に
な
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。

１
歳
の
引
き
上
げ
で
も
よ
い

の
で
４
月
か
ら
実
施
し
て
い

た
だ
き
た
い
の
で
す
が
。

答　

４
月
か
ら
実
施
し
た

か
っ
た
の
で
す
が
、
医
療
機

関
へ
の
連
絡
等
準
備
期
間
と

し
て
３
カ
月
ほ
ど
必
要
と
い

う
こ
と
と
、
県
の
制
度
改
正

施
行
が
10
月
か
ら
と
い
う
こ

と
で
、
混
乱
を
避
け
る
た
め

10
月
か
ら
の
実
施
と
し
ま
し

た
。

問　

そ
れ
な
ら
ば
当
初
予

算
で
は
な
く
て
６
月
、
９
月

に
補
正
予
算
で
対
応
し
、
あ

わ
せ
て
条
例
改
正
を
す
れ
ば

よ
い
の
で
は
。

答　

町
は
乳
幼
児
医
療
の

２
歳
引
き
上
げ
、
無
料
化
に

強
い
意
志
を
持
っ
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
、
今
議
会
で
条

例
改
正
と
予
算
計
上
を
し
て

い
ま
す
。

問　

一
部
の
区
分
に
入
る

方
の
負
担
が
大
き
く
な
る
と

思
い
ま
す
。
区
分
そ
の
も
の

を
見
直
す
必
要
が
あ
る
と
思

い
ま
す
が
。

答　

ご
指
摘
の
と
お
り
負
担

が
増
え
る
階
層
区
分
は
あ
り

ま
す
。
こ
れ
を
解
消
す
る
た

め
に
も
区
分
を
細
か
く
と
い

う
こ
と
で
す
が
、
行
財
政
改

革
の
答
申
で
は
、
国
の
基
準

の
90
％
に
も
っ
て
い
く
こ
と

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
は

国
の
基
準
の
７
階
層
に
し
て

い
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

問　

国
の
基
準
の
90
％
位
に

落
ち
つ
く
よ
う
な
、
所
得
に

見
合
っ
た
保
育
料
と
な
る
よ

う
に
階
層
を
変
え
る
研
究
を

す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

答　

段
階
的
な
値
上
げ
に

つ
い
て
は
、
昨
年
お
願
い
し

た
経
緯
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
国
の
基

準
の
90
％
位
に
し
な
け
れ
ば

い
け
ま
せ
ん
の
で
、
研
究
し

て
い
き
ま
す
。

問　

住
民
基
本
台
帳
カ
ー

ド
の
発
行
委
託
料
が
追
加
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
始
ま
っ
た

時
か
ら
ど
れ
く
ら
い
発
行
し

て
い
る
の
で
す
か
。

答　

住
基
ネ
ッ
ト
が
始
ま
っ

て
か
ら
は
１
５
３
枚
発
行
し

て
い
ま
す
。

問　

競
争
力
あ
る
土
地
利

用
型
の
農
業
育
成
費
が
、
全

額
減
額
さ
れ
て
い
ま
す
が
内

容
は
。

答　

当
初
２
人
分
の
経
費

を
計
上
し
ま
し
た
が
、
19
年

度
中
、
１
人
は
採
択
要
件
か

ら
外
れ
、
も
う
１
人
は
申
請

を
取
消
し
た
の
で
全
額
を
減

額
し
ま
し
た
。

各月初日の措置児童の属する
世帯の階層区分 徴収金基準額（月額）

階層
区分 定　義 3歳未満児 3歳児 4歳以上児

第1 生活保護法による被保護世帯
（単給世帯を含む）

円
0

円
0

円
0

第2 第１階層及び
第５～第10階
層を除き、前
年度分の市
町村民税の
額が次の区
分に該当する
世帯

市町村民税
非課税世帯

8,100
-

5,600
（5,800）

5,600
（5,800）

第3
均等割の額のみ
（所得割の額のな
い世帯）

17,300
（17,100）

14,400
（14,200）

14,400
（14,200）

第4 所得割のある世帯 18,100
（18,700）

15,300
（15,800）

15,300
（15,800）

第5

第1階層を除
き、前年分の
所得税課税
世帯であっ
て、その所得
税の額が次
の区分に該
当する
世帯

所得税が
8,500円未満

26,400
（26,200）

23,800
（23,400）

23,800
（23,400）

第6
所得税が
8,500円以上
40,000円未満

28,000
（29,000）

24,600
（24,900）

24,600
（24,900）

第7
所得税が
40,000円以上
71,500円未満

40,000
-

33,200
（29,200）

30,200
（27,700）

第8
所得税が
71,500円以上
103,000円未満

40,500
（41,000）

33,200
（29,200）

30,200
（27,700）

第9
所得税が
103,000円以上
413,000円未満

51,800
（48,700）

33,800
（29,500）

30,200
（27,700）

第10 所得税が
413,000円以上

67,400
（63,000）

33,800
（29,500）

30,200
（27,700）

保育所徴収金（保育料）基準額表

※徴収金基準額欄の上段は、改正後の金額、（　）内は改正前の金額。
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問　

税
収
入
還
付
金
が
昨

年
よ
り
相
当
額
増
え
て
い
る

が
、
理
由
と
額
は
。

答　

法
人
町
民
税
が
５
０

０
万
円
、
税
源
移
譲
に
よ
り

所
得
税
が
０
に
な
っ
た
人
へ

の
住
民
税
の
還
付
金
が
５
０

０
万
円
、
計
１
千
万
円
を
計

上
し
て
い
ま
す
。

問　

所
得
税
が
０
に
な
っ

た
人
へ
の
住
民
税
の
還
付
は

個
人
申
請
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
対
象
者
全
員
に
通
知
は

さ
れ
ま
す
か
。

答　

制
度
に
つ
い
て
は
広

報
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
し

た
が
、
７
月
の
申
告
時
期
前

に
は
個
人
あ
て
に
通
知
し
ま

す
。

問　

乳
幼
児
医
療
費
は
年

齢
引
き
上
げ
に
見
合
う
額
に

な
っ
て
い
ま
す
か
。

答　

年
齢
引
き
上
げ
に
必

要
な
額
を
含
ん
で
い
ま
す
。

問　

拡
大
さ
れ
た
分
の
額

は
入
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
す
が
、
条
例
改
正
の
中
に

は
金
額
は
な
い
で
す
。
こ

の
条
例
改
正
と
予
算
の
関
係

は
。

答　

本
来
通
年
予
算
を
組

む
べ
き
で
す
が
、
歳
出
を
厳

し
く
削
っ
て
も
な
お
不
足
す

る
た
め
、
一
時
借
入
れ
を

し
て
予
算
を
組
む
こ
と
に
な

り
、
１
年
間
の
予
算
を
組
ん

で
い
ま
せ
ん
。
事
情
を
ご
理

解
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

問　

拡
大
さ
れ
た
分
と
い

う
の
は
５
歳
ま
で
の
引
き
上

げ
分
と
思
い
ま
す
が
、
条
例

に
数
字
が
入
っ
て
い
な
い
な

ら
、
積
算
は
３
歳
ま
で
の
分

と
変
わ
ら
な
い
は
ず
で
す
。

こ
こ
の
医
療
費
を
少
な
く
計

上
し
、
条
例
改
正
と
同
時
に

補
正
を
す
る
の
が
手
順
で
は
。

答　

通
年
予
算
を
組
め
る

よ
う
な
状
況
で
は
な
い
こ
と

を
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

問　

保
育
所
民
営
化
に
係

る
選
考
委
員
の
報
酬
が
あ
り

ま
す
が
、
こ
の
内
容
は
。

答　

１
月
に
２
回
当
該
保

育
所
の
保
護
者
と
話
し
合
い

を
し
、
そ
の
後
１
月
中
に
１

回
、
２
月
に
１
回
、
計
２
回

委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

募
集
は
２
月
19
日
か
ら
３

月
20
日
と
い
う
こ
と
で
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま

し
た
。
施
設
見
学
会
に
は
２

つ
の
社
会
福
祉
法
人
か
ら
参

加
が
あ
り
ま
し
た
。

問　

社
会
福
祉
法
人
へ
の

補
助
金
と
指
定
管
理
委
託
料

の
合
計
が
、
昨
年
の
補
助
金

と
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
施
設
料

の
合
計
よ
り
増
え
て
い
る
が

ど
う
な
っ
て
い
る
の
で
す

か
。

答　

福
祉
セ
ン
タ
ー
の
運

営
に
は
、
指
摘
さ
れ
た
予
算

以
外
に
他
の
課
で
計
上
し
て

い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
そ

う
い
う
も
の
も
含
め
、
指
定

管
理
の
業
者
選
定
を
行
い
ま

す
。

問　

産
業
ま
つ
り
は
見
直

し
の
時
期
に
あ
る
と
思
う

が
、
今
後
ど
の
様
に
考
え
て

い
る
の
で
す
か
。

答　

い
ろ
い
ろ
検
討
し
て

き
ま
し
た
が
、
ま
だ
結
論
を

出
す
に
い
た
っ
て
い
ま
せ
ん

の
で
、
補
助
金
を
計
上
し
て

い
ま
す
。
今
後
も
事
務
局
会

議
な
ど
で
検
討
し
て
い
き
ま

す
。

問　

産
業
ま
つ
り
と
体
育

祭
を
一
緒
に
し
た
よ
う
な
形

を
考
え
て
み
る
の
も
必
要
で

は
な
い
で
す
か
。

答　

産
業
ま
つ
り
は
、
商
工

会
と
農
協
が
主
と
な
っ
て
開

催
し
て
い
ま
す
。
町
民
体
育

祭
は
、
実
行
委
員
会
を
中
心

に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
課
題
は
あ
り
ま

す
が
、
ど
う
す
れ
ば
町
の
活

性
化
に
つ
な
が
る
か
、
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。

問　

大
谷
自
然
公
園
の
研

修
施
設
利
用
を
今
の
７
月
か

ら
９
月
の
宿
泊
だ
け
で
な

く
、
５
月
か
ら
10
月
の
間
も

利
用
を
で
き
る
よ
う
に
は
な

り
ま
せ
ん
か
。

答　

今
は
７
月
か
ら
９
月

ま
で
の
間
、
宿
泊
施
設
開
放

と
い
う
こ
と
で
指
定
管
理
者

に
委
託
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

を
変
更
す
る
と
な
る
と
委
託

料
の
見
直
し
な
ど
が
必
要
と

な
り
ま
す
の
で
、
調
査
を

行
っ
た
う
え
で
今
後
検
討
し

ま
す
。

問　

防
犯
灯
設
置
協
議
会

の
委
員
報
酬
が
あ
り
ま
す

が
、
委
員
17
人
は
多
く
あ
り

ま
せ
ん
か
。

答　

委
員
数
に
つ
い
て
は

見
直
し
が
必
要
と
思
い
ま

す
。
今
後
検
討
し
ま
す
。

問　

公
民
館
管
理
委
託
料

が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

今
後
の
運
営
は
ど
う
な
る
の

で
す
か
。

答　

住
み
込
み
の
管
理
人

を
４
月
か
ら
廃
止
し
ま
す
。

こ
の
た
め
午
後
10
時
か
ら
翌

日
８
時
30
分
ま
で
は
機
械
警

備
と
な
り
ま
す
。
長
谷
別
館

は
昼
間
だ
け
の
管
理
で
す
。

両
方
で
約
５
０
０
万
円
ほ
ど

の
削
減
効
果
を
見
込
ん
で
い

ま
す
。

問　

管
理
人
が
い
な
く
な

る
と
町
民
に
と
っ
て
ど
の
よ

う
に
変
わ
る
の
で
す
か
。

答　

利
用
者
に
と
っ
て
は

変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。
利
用

時
間
が
午
前
９
時
か
ら
午
後

10
時
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
時
間
外
の
利
用
や
大
会

な
ど
の
場
合
は
職
員
で
対
応

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

問　

行
橋
市
や
苅
田
町
で

は
住
宅
新
築
資
金
の
滞
納
者

の
中
に
職
員
が
い
た
が
、
当

町
で
は
。

答　

当
町
に
は
い
ま
せ
ん
。

昨年開催された産業まつり

中央公民館
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平

成

20

年

度

一

般
会

計

予

算

住
宅
新
築
資
金
等

特

別

会

計
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知りたいこと
望むこと

６人の議員が一般質問

岡﨑　邦博 議員

広
域
消
防
本
部
職
員
の

人
員
削
減
計
画
は

町
長―

 

行
財
政
改
革
を
進
め
な
が
ら
、

　
　
　
「
安
心
・
安
全
」
を
生
み
出
し
て
い
く

質
問　

町
民
の
安
全
と
安
心

を
守
っ
て
く
れ
る
広
域
消
防

本
部
の
職
員
を
削
減
す
る
計

画
が
あ
る
と
聞
き
ま
す
が
、

そ
の
内
容
は
。

町
長　

広
域
消
防
本
部
で

は
、
消
防
指
令
台
、
救
急
車
、

は
し
ご
車
な
ど
の
老
朽
化
が

進
み
、
更
新
の
時
期
が
き
て

い
る
の
で
、
消
防
負
担
金
の

増
大
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
現

在
広
域
消
防
本
部
で
も
、
組

織
、
人
員
の
見
直
し
を
含
め

た
徹
底
的
な
行
財
政
改
革
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
回
の
消
防
本
部
の
職

員
削
減
計
画
は
、
構
成
市
町

の
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
か

ら
、
検
討
さ
れ
た
計
画
で
あ

り
ま
す
。
私
も
２
月
25
日
に

開
催
さ
れ
た
広
域
市
町
村
圏

事
務
組
合
消
防
関
係
首
長
会

議
で
、
初
め
て
説
明
を
受
け

ま
し
た
。

質
問　

こ
の
協
議
会
は
、
前

町
長
時
代
の
い
つ
頃
か
ら
始

め
ら
れ
た
の
か
。
ま
た
、
町

長
は
、
こ
の
内
容
に
つ
い
て

了
承
さ
れ
た
の
で
す
か
。

町
長　

私
が
町
長
に
な
っ
て

２
年
に
な
り
ま
す
が
、
広
域

圏
の
行
政
改
革
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は

聞
い
て
い
ま
し
た
。
前
町
長

か
ら
の
具
体
的
な
引
継
ぎ
は

あ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
行
革
を
し
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
こ
と

は
、
わ
か
っ
て
い
ま
し
た
。

質
問　

町
長
は
、「
安
心
・

安
全
・
住
み
や
す
い
町
づ
く

り
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
を
掲

げ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
が

今
回
の
削
減
計
画
と
一
致
す

る
と
思
い
ま
す
か
。

町
長　

当
町
も
行
財
政
改

革
を
し
な
い
と
、
や
っ
て
い

け
な
い
わ
け
で
、
そ
の
中
で

「
安
心
・
安
全
を
生
み
出
し

て
い
く
」
と
い
う
こ
と
で
な

い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

質
問　

町
長
が
、
町
財
政
を

行
革
の
中
で
切
り
詰
め
て
い

く
と
言
わ
れ
る
の
は
わ
か
り

ま
す
が
、
信
念
と
し
て
掲
げ

た
と
こ
ろ
ま
で
削
っ
て
い
か

ね
ば
な
ら
な
い
と
な
れ
ば
、

ど
う
い
う
「
町
づ
く
り
」
を

考
え
て
い
る
の
か
疑
問
に
思

い
ま
す
。
他
の
市
長
、
町
長

と
十
分
協
議
を
し
な
が
ら
、

方
向
を
変
え
る
こ
と
も
で

き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

町
長　

一
部
事
務
組
合
は
、

１
市
２
町
で
協
議
・
運
営

さ
れ
て
い
ま
す
。
３
月
25
日

に
議
員
、
議
長
も
出
席
し
ま

す
の
で
、
そ
こ
で
意
見
を
出

し
て
、「
安
心
・
安
全
の
町

づ
く
り
」
の
た
め
に
発
言
を

し
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

行財政改革に取り組んでいる直鞍広域消防本部

町
長

質
問

質
問

町
長

質
問

町
長

質
問

町
長
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松本　典子 議員

隣
保
館
は
根
本
的
な
見
直
し
が

必
要
で
は

町
長―

総
合
計
画
に
基
づ
い
て

　
　
　

条
例
を
見
直
し
ま
す

質
問　

一
般
会
計
予
算
は
、

昨
年
よ
り
さ
ら
に
厳
し
く

な
っ
て
い
ま
す
が
、、
隣
保

館
予
算
は
何
度
も
指
摘
を
し

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

根
本
的
な
見
直
し
が
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。

　

隣
保
館
は
、
地
域
全
体
の

中
で
、
福
祉
の
向
上
や
人
権

啓
発
の
た
め
の
開
か
れ
た
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
と
し

て
あ
る
べ
き
で
す
が
、
同
和

問
題
だ
け
を
扱
い
、
特
定
の

団
体
（
部
落
解
放
同
盟
）
の

拠
点
と
な
っ
て
い
る
の
は
な

ぜ
で
す
か
。

町
長　

福
祉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
位
置

づ
け
が
定
め
ら
れ
て
い
る
の

に
、
守
ら
れ
て
い
な
い
と
い

う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

平
成
20
年
度
か
ら
総
合
計

画
に
基
づ
い
て
見
直
し
ま

す
。

質
問　

隣
保
館
に
は
、
館
長

１
人
、
嘱
託
職
員
２
人
、
指

導
員
１
人
、
計
４
人
の
職
員

が
い
ま
す
が
、
他
の
市
町
に

比
べ
て
多
す
ぎ
ま
す
。
直
方

市
や
宮
若
市
は
館
長
１
人
、

指
導
員
１
人
で
す
。

町
長　

確
か
に
多
い
と
は
思

い
ま
す
。
４
月
以
降
見
直
し

を
行
い
ま
す
。

質
問　

隣
保
館
運
営
費
の
中

に
、
各
種
講
座
の
予
算
が
あ

り
ま
す
。
１
３
６
人
を
対
象

に
93
万
円
が
使
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

一
方
、
中
央
公
民
館
講

座
の
費
用
は
全
町
民
を
対
象

に
、
32
万
５
千
円
で
す
。
逆

差
別
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

総
務
人
権
課
長　

隣
保
館
講

座
は
文
化
活
動
な
ど
を
通
じ

人
権
問
題
解
決
の
意
識
を
育

て
る
、
ま
た
公
民
館
講
座
は

生
涯
学
習
と
い
っ
た
目
的
の

違
い
が
あ
り
ま
す
。
今
後
は

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

と
し
て
公
民
館
と
連
携
・
調

整
し
、
計
画
を
実
施
す
る
必

要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

質
問　

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
や
生

花
、
絵
手
紙
な
ど
は
お
よ
そ

趣
味
の
世
界
の
こ
と
で
す

が
、
公
費
を
使
う
理
由
が
あ

り
ま
す
か
。

町
長　

隣
保
館
講
座
の
あ
り

方
に
つ
い
て
は
、
今
後
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

質
問

質
問

町
長

町
長

質
問

総
務
人
権
課
長

日髙　直幸 議員

町財政の非常事態宣言を

町長―職員と一丸となって
　　　難局に立ち向かう

質
問　

当
町
も
非
常
事
態
宣

言
を
発
し
て
、
す
べ
て
の
事

業
、
公
共
施
設
の
維
持
管
理

予
算
を
見
直
し
、
収
入
の
範

囲
内
で
予
算
編
成
を
行
う
原

則
を
、
平
成
20
年
度
か
ら
徹

底
す
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。

　

当
町
の
財
政
が
危
機
的
状

況
で
あ
る
こ
と
を
鞍
手
町
内

外
に
認
識
し
て
も
ら
う
こ
と

が
肝
要
で
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
町
長
の
考
え
は
。

町
長　

当
町
の
財
政
状
況
は

非
常
に
厳
し
く
、
私
を
先
頭

に
職
員
一
丸
と
な
っ
て
、
難

局
に
あ
た
り
ま
す
。

　

今
後
の
財
政
健
全
化
の
取

り
組
み
と
し
て
、
今
ま
で
以

上
の
行
政
改
革
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

　

健
全
財
政
に
向
け
た
行
政

運
営
を
行
い
、
人
・
物
・
金

と
い
っ
た
行
政
資
源
を
有
効

に
配
分
し
、
行
政
コ
ス
ト
の

明
確
化
、
住
民
の
満
足
度
を

反
映
さ
せ
る
な
ど
、
適
切
に

評
価
し
て
事
務
事
業
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

質
問　

行
政
改
革
を
促
進
し

て
い
る
こ
と
は
認
識
し
て
い

ま
す
。
た
だ
し
、
町
の
財
政

が
逼
迫
し
て
い
る
こ
と
を
町

民
の
方
々
に
十
分
認
識
し
て

も
ら
う
こ
と
が
肝
要
と
考
え

ま
す
。

　

町
長
は
、
最
小
の
資
本
で

最
大
の
効
果
を
出
す
町
づ
く

り
を
行
う
と
い
わ
れ
る
が
、

具
体
的
な
取
り
組
み
は
。

企
画
財
政
課
長　

財
政
状
況

の
周
知
徹
底
は
、
地
区
懇
談
会

の
中
で
説
明
し
て
き
ま
し
た
。

　

行
政
改
革
は
、
歳
出
の
削

減
を
大
き
く
、
歳
入
は
自
主

財
源
を
増
や
す
こ
と
を
目
標

と
し
て
い
ま
す
。

質
問　

一
時
借
入
金
の
限
度

額
を
大
幅
に
増
や
す
必
要
は

な
い
と
思
う
が
。

副
町
長　

新
年
度
予
算
編
成

で
は
、
厳
し
く
取
り
組
み
ま

し
た
。

　

最
終
的
に
は
財
源
不
足
の

た
め
特
定
目
的
基
金
か
ら
一

時
借
り
る
方
式
で
予
算
編
成

を
し
て
い
ま
す
。

　

町
長

質
問

質
問

質
問

副
町
長

質
問

企
画
財
政
課
長

運営の見直しが検討されている隣保館
町
長

財政調整基金･減債基金の推移 (単位 : 円）

鞍手町基金 (貯金 )が減っています

※ 財政調整基金とは…臨時的に大規模な支出を余
儀なくされたり、予期しない収入の減少に備え
るための基金
※ 減債基金とは…町の借金の返済に必要な財源を
確保するための基金

14年度 16年度15年度 17年度 18年度

9億

8億

7億

6億

5億

4億

3億

2億

1億

減
債
基
金

財
政
調
整
基
金

8億 6500万円

6億6900万円 6億9700万円

6億1700万円

4億600万円

0



　

町
の
学
校
給
食
は
安
心
・

安
全
で
す
か
。

教
育
長　

安
全
を
確
保
す
る

た
め
に
食
材
の
納
入
元
で
あ

る
県
学
校
給
食
会
で
も
、
現

在
厳
し
く
検
査
を
し
、
納
入

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
が
直
接
購
入
す

る
も
の
に
つ
い
て
も
、
十
分

に
注
意
を
払
い
購
入
し
て
い

ま
す
。

質
問　

平
成
18
年
、
学
校
給

食
民
間
委
託
検
討
委
員
会

を
設
置
し
ま
し
た
が
、
条
件

が
合
わ
ず
、
現
在
の
直
営
方

式
が
望
ま
し
い
と
し
て
い
ま

す
。

　

私
は
、
コ
ス
ト
だ
け
で
判

断
し
て
い
い
の
か
疑
問
を

持
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ど

ん
な
状
況
で
あ
れ
、
学
校
給

食
は
直
営
方
式
を
堅
持
し
て

ほ
し
い
と
考
え
ま
す
が
、
教

育
長
の
考
え
は
。
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星　正彦 議員

質
問　

子
ど
も
た
ち
の
４
人

に
１
人
が
成
人
病
の
予
備
軍

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

食
生
活
の
乱
れ
、
食
品
の

偽
装
問
題
、
食
の
安
心
・
安

全
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
中
国
製
冷
凍

ギ
ョ
ウ
ザ
に
よ
る
中
毒
事

件
、
そ
う
い
う
状
況
の
中
で

学
校
給
食
が
果
た
す
役
割

は
、
大
き
な
も
の
が
あ
り
ま

す
。 学校給食は安全・安心か

教育長― 検査を厳しくし　
安全を確保します

教
育
長　

大
事
な
の
は
、
教

育
の
場
で
す
の
で
、
直
営
方

式
で
直
接
町
の
皆
さ
ん
が
関

わ
っ
て
い
く
中
で
食
育
が
で

き
ま
す
。
今
後
も
答
申
を
受

け
た
形
で
続
け
て
い
く
方
針

を
持
っ
て
い
ま
す
。

質
問　

小
牧
用
地
、
西
牟
田

用
地
、
宗
春
用
地
等
仮
称
で

す
が
、
こ
の
公
共
用
地
対
策

委
員
会
を
立
ち
上
げ
て
ほ
し

い
と
、
昨
年
の
９
月
議
会
で

質
問
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
半
年
が
経
過

し
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
か
。

町
長　

西
牟
田
用
地
は
、
住

宅
用
地
と
し
て
レ
イ
ア
ウ
ト

を
作
成
し
、
今
後
住
宅
メ
ー

カ
ー
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け

住
宅
誘
致
に
努
め
て
い
く
方

針
で
す
。

　

小
牧
用
地
は
、
周
辺
一
体

を
平
成
20
年
度
公
共
下
水
道

事
業
の
認
可
区
域
拡
大
の
許

可
手
続
き
を
と
る
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

　

宗
春
用
地
は
、
県
道
整
備

の
進
捗
状
況
に
よ
り
、
住
宅

用
地
と
し
て
活
用
を
図
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

質
問　

確
か
９
月
議
会
で
は

条
件
整
備
が
整
え
ば
、
立
ち

上
げ
た
い
と
言
わ
れ
て
い
ま

し
た
。

　

こ
の
土
地
の
有
効
活
用
を

ど
う
図
っ
て
い
く
か
情
報
を

交
換
し
な
が
ら
議
員
も
執
行

部
も
努
力
し
て
い
く
。
こ
の

種
の
対
策
委
員
会
を
立
ち
上

げ
る
方
向
で
考
え
て
い
た
だ

き
た
い
が
。

町
長　

委
員
会
の
立
ち
上
げ

な
ど
に
つ
い
て
は
、
も
う
少

し
時
間
を
い
た
だ
き
た
い
。

も
う
少
し
時
間
を
い

た
だ
き
た
い

（
仮
称
）
公
共
用
地
対

策
委
員
会
の
設
置
は

質
問

質
問

町
長

教
育
長

質
問

町
長

質
問

質
問　

住
宅
新
築
資
金
貸
付

は
平
成
８
年
に
終
わ
っ
て
い

る
の
に
、
ど
う
し
て
２
８
０

０
万
円
も
の
滞
納
が
生
じ
て

い
る
の
か
。
も
っ
と
回
収
に

努
め
る
べ
き
で
は
。

総
務
人
権
課
長　

住
宅
新
築

資
金
貸
付
は
、
昭
和
43
年
に

始
ま
り
、平
成
８
年
に
終
わ
っ

て
い
ま
す
。
総
額
で
１
億
９

５
７
２
万
円
余
り
貸
付
け
ま

し
た
。

　

償
還
は
、
平
成
23
年
ま
で

で
す
が
、
事
業
の
不
振
、
病

気
、
高
齢
な
ど
で
安
定
し
た

収
入
が
得
ら
れ
な
い
ケ
ー
ス

な
ど
が
あ
り
、
償
還
は
厳
し

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
訪
問

し
て
相
談
に
の
る
な
ど
努
力

し
て
い
ま
す
。

質
問

総
務
人
権
課
長

　子どもたちの給食を作っている給食センター

早
期
回
収
に
向
け
て

努
力
し
ま
す

住
宅
新
築
資
金
貸
付

の
回
収
を
早
く

教
育
長



質
問　

教
育
長
が
考
え
る
学

年
別
１
ク
ラ
ス
当
り
の
適
正

人
数
は
。

教
育
長　

普
通
学
級
で
は
40

人
と
い
う
定
員
に
な
っ
て
い

ま
す
。
41
人
に
な
る
と
分
割

さ
れ
、
20
人
と
21
人
の
学
級

に
な
り
、
不
公
平
な
部
分
も

あ
り
ま
す
。
適
正
人
数
が
何

人
と
の
答
え
は
見
当
た
り
ま

せ
ん
が
、
35
人
以
下
の
学
級

編
成
の
陳
情
は
続
け
て
い
ま

す
。

質
問　

福
岡
県
で
も
１
学

級
35
人
以
上
の
学
年
に
対
し

て
、
研
究
指
定
校
と
し
て
少

人
数
学
級
の
実
施
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
小
学
校
低
学

年
だ
け
で
も
取
り
組
む
べ
き

で
は
。

教
育
長　

県
は
学
級
編
成
の

弾
力
的
運
用
を
出
し
て
い
ま

す
。
た
と
え
ば
、
指
導
、
工

夫
、
改
善
教
員
が
加
配
と
し

て
置
か
れ
て
い
た
ら
１
ク
ラ

ス
作
る
方
法
を
と
っ
て
い
ま

す
。
剣
南
小
に
も
加
配
の
先

生
を
充
て
る
な
ど
し
て
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

質
問　

複
式
学
級
の
要
件

と
複
式
学
級
に
な
っ
た
場
合

の
職
員
数
は
ど
う
な
り
ま
す

か
。

教
育
長　

隣
接
の
学
年
で
、

１
年
生
を
含
む
場
合
は
８
人

以
下
、
含
ま
な
い
場
合
は
16

人
以
下
で
複
式
学
級
と
な
り

ま
す
。
教
員
は
、
１
人
減
、

教
務
主
任
も
な
く
な
り
ま
す

の
で
、
計
２
人
の
減
と
な
り

ま
す
。

質
問　

室
木
・
西
川
小
の
統

合
だ
け
で
は
な
く
、
小
・
中

学
校
全
体
の
検
討
委
員
会

に
す
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。

副
町
長　

６
月
の
議
会
に
、

室
木
・
西
川
小
の
統
合
の
検

討
委
員
会
を
提
案
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
小
・
中
学

校
全
体
の
検
討
は
次
の
行
財

政
改
革
の
中
で
行
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。

質
問　

地
方
分
権
に
つ
い

て
、
町
長
は
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
ま
す
か
。

町
長　

自
己
決
定
、
自
己
責

任
が
地
方
分
権
の
基
本
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

質
問　

地
方
で
主
体
的
に
何

で
も
使
え
る
よ
う
に
す
る
た

め
に
は
、
道
路
特
定
財
源
は

一
般
財
源
に
し
た
ほ
う
が
い

い
と
思
い
ま
す
が
。

町
長　

自
主
財
源
だ
け
で
は

道
路
整
備
は
出
来
ま
せ
ん
。

国
か
ら
来
る
道
路
交
付
金
に

よ
っ
て
、
地
方
の
道
路
も
よ

く
な
り
ま
す
。
地
方
分
権
に

と
っ
て
、
道
路
特
定
財
源
は

必
要
と
思
い
ま
す
。

質
問　

道
路
に
使
途
が
限
定

さ
れ
て
い
る
た
め
に
、
多
く

の
無
駄
が
生
じ
て
い
ま
す
。

　

道
路
特
定
財
源
の
暫
定
税

率
の
維
持
を
国
に
要
望
し
、

道
路
特
定
財
源
の
一
般
財
源

化
を
し
な
い
で
い
い
と
い
う

ニ
ュ
ア
ン
ス
の
要
望
を
さ
れ

た
こ
と
は
残
念
で
な
り
ま
せ

ん
。
そ
の
よ
う
な
要
望
を
さ

れ
た
の
は
何
故
で
す
か
。

町
長　

暫
定
税
率
の
維
持

が
で
き
な
い
と
、
６
８
０
０

万
円
ほ
ど
減
収
と
な
り
、
財

政
に
直
接
影
響
し
ま
す
。
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
ア
ク
セ

ス
道
路
や
遠
賀
川
渡
架
橋
な

ど
の
事
業
が
遅
れ
ま
す
。
ま

た
、
県
道
の
整
備
、
学
童
の

安
全
確
保
の
た
め
の
道
路
整

備
が
で
き
ま
せ
ん
。

質
問　

暫
定
税
率
が
期
限
切

れ
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
20
年
度
当
初
予
算
の
中

で
、
道
路
関
係
部
分
だ
け
を

除
い
て
組
み
替
え
を
す
る
べ

き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

町
長　

そ
れ
は
で
き
ま
せ

ん
。
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宇田川　亮 議員

少人数学級の導入は

教育長― 35人学級の陳情は
続けます

質
問

教
育
長

教
育
長

質
問

35
人
以
上
の
学
級
（
剣
南
小
）

香原　暹 議員

国
や
県
に
道
路
を

つ
く
っ
て
も
ら
わ
な
い
と

道
路
特
定
財
源
を

地
方
の
自
主
財
源
に

質
問

質
問

質
問

質
問

町
長

児童の減少が続く西川小学校と室木小学校

教
育
長

小
・
中
学
校
全
体
の
統
合
問
題
を

考
え
る
べ
き
で
は

副
町
長―
ま
ず
室
木
・
西
川
小
学
校
の

　
　
　
　

統
合
、
全
体
は
次
の
行
革
で

副
町
長

町
長

質
問

町
長

質
問

町
長



質
問　

個
別
収
集
の
料
金
設

定
は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す

か
。

町
長　

ゴ
ミ
収
集
料
金
は
３

通
り
の
方
法
で
行
っ
て
い
ま

す
。

①
一
般
家
庭
ゴ
ミ
は
、
指
定

袋
で
週
２
回
、
１
世
帯
当
り

毎
月
１
０
７
１
円
。

②
週
２
回
指
定
袋
で
ゴ
ミ
を

出
す
約
２
５
０
事
業
所
に
つ

い
て
は
、
毎
月
１
５
５
４
円

を
業
務
委
託
料
と
し
て
収
集

運
搬
業
者
に
支
払
っ
て
い
ま

す
。

③
週
３
回
以
上
出
す
約
５
０

事
業
所
に
つ
い
て
は
業
者
と

直
接
個
別
契
約
で
市
販
の
ゴ

ミ
袋
で
収
集
し
て
い
ま
す
。

質
問　

宮
若
市
で
は
、
今
度

か
ら
個
別
契
約
の
と
こ
ろ
で

も
指
定
袋
に
入
れ
て
出
す
よ

う
に
な
る
と
聞
い
て
い
ま

す
。
宮
若
市
と
小
竹
町
の
実

態
を
把
握
し
て
、
一
部
事
務

組
合
で
す
か
ら
、
ゴ
ミ
の
収

集
処
理
、
リ
サ
イ
ク
ル
も
含

め
て
、
合
わ
せ
る
べ
き
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

町
長　

宮
若
市
で
は
、
旧
宮

田
町
の
事
業
所
ゴ
ミ
は
、
業

者
と
個
別
契
約
を
行
っ
て
い

ま
し
た
が
、
本
年
４
月
よ
り

指
定
袋
で
収
集
す
る
よ
う
に

な
り
、
旧
若
宮
町
と
統
一
さ

れ
ま
す
。
収
集
料
金
は
、
宮

若
市
が
業
者
に
支
払
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。
小
竹
町
は
、

事
業
所
ゴ
ミ
は
直
接
個
別
契

約
で
収
集
し
て
い
ま
し
た

が
、
４
月
よ
り
指
定
袋
で
収

集
し
、
収
集
料
金
は
従
来
の

方
法
で
す
。
本
来
１
市
２
町

は
統
一
す
べ
き
で
す
が
、
条

件
が
違
い
ま
す
の
で
、
今
後

の
課
題
だ
と
思
い
ま
す
。

質
問　

事
業
所
ゴ
ミ
の
処
理

費
は
、
事
業
所
で
負
担
し
て

も
ら
う
よ
う
に
検
討
課
題
と

し
て
、
１
市
２
町
で
話
し

合
っ
て
い
た
だ
き
た
い
が
。

町
長　

今
か
ら
事
業
所
ゴ
ミ

の
処
理
の
仕
方
は
、
前
段
で

入
っ
て
お
か
な
い
と
１
市
２

町
の
話
に
は
持
っ
て
い
け
な

い
の
で
は
と
感
じ
ま
す
。

質
問　

収
集
料
金
を
出
し
て

宮
若
市
が
負
担
す
る
の
と
、

直
接
個
別
契
約
を
結
ぶ
の
と

で
は
ど
う
な
の
か
。
当
町
で

は
ど
う
な
の
か
。

住
民
課
長　

当
町
も
宮
若
市

と
同
じ
よ
う
に
し
た
場
合
、

指
定
袋
の
収
入
と
仮
に
町
が

補
填
す
る
場
合
の
収
集
業
者

に
支
払
う
金
額
の
検
討
を
し

て
い
ま
す
。

　

バ
ラ
ン
ス
を
と
り
な
が

ら
、
今
後
財
政
面
で
検
討
し

ま
す
。

質
問　

少
人
数
学
級
に
す
る

た
め
町
独
自
で
も
検
討
し
、

県
に
も
働
き
か
け
て
ほ
し
い

が
。

町
長　

少
人
数
学
級
制
を
、

県
が
で
き
な
け
れ
ば
町
の

財
政
の
中
で
と
い
う
こ
と
で

す
が
、
気
持
ち
が
あ
っ
て
も

で
き
な
い
と
い
っ
て
お
き
ま

す
。
陳
情
に
つ
い
て
は
教
育

課
長
と
協
議
を
し
て
い
き
ま

す
。

平成２０年５月９日発行  鞍手町議会だより  No.７５18平成２０年５月９日発行　鞍手町議会だより　No.７５19

今
後
の
課
題
で
す

ゴ
ミ
収
集
料
金
につ

い
て

追　　跡

４月１日から中央公民館施設が第３日曜日も開放
質　問  　スポーツの振興や青少年育成などのためにも、第３日

曜日も体育施設を利用できるようにすべきではないか。
教育長　前向きな姿勢で検討していく。

平成17年12月定例会

⬇
質　問  　第３日曜日の施設の利用はどうなったのか。
教育長  　勤務条件や予約システムの変更、条例改正なども必要

であり、なお検討が必要。
平成18年９月定例会

⬇

現在は  　平成20年４月から第３日曜日も、スポーツや
文化活動などに施設を使えるようになりました。

町
長

質
問

住
民
課
長

町
長

質
問

質
問

町
長

質
問

町
長

質
問

第3日曜日もスポーツや芸能などを楽しむこ
とができるようになった中央公民館施設



発
行
責
任
者

議
会
議
長　

仲
野　
　

守

編
集
ス
タ
ッ
フ

委
員
長　
　

香
原　
　

暹

副
委
員
長　

松
本　

典
子

委　

員　
　

原　
　

哲
也

委　

員　
　

久
保
田
正
之

委　

員　
　

栗
田　

幸
則

委　

員　
　

毛
利　
　

喬

編

集

後

記

▼
新
緑
の
季
節
と
な
り
、

ま
も
な
く
田
植
え
も
始
ま

り
ま
す
。

▼
３
月
定
例
議
会
で
は
、

43
議
案
が
審
議
さ
れ
ま
し

た
。
20
年
度
予
算
は
前
年

度
に
比
べ
２
・
５
％
減
と

な
っ
て
い
ま
す
。

▼
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

の
開
始
や
役
場
の
機
構
改

革
な
ど
で
戸
惑
い
を
感
じ

る
こ
と
が
多
い
と
思
い
ま

す
が
、
各
課
の
窓
口
で
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

▼
議
会
だ
よ
り
は
、
ス
タ

ッ
フ
一
同
、
一
丸
と
な
っ
て

読
み
や
す
く
、
親
し
み
の

あ
る
も
の
を
と
心
が
け
て

い
ま
す
の
で
、
今
後
と
も

ご
愛
読
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
栗
田 

幸
則
）

議会を傍聴しませんか
受付は、当日議会事務局で行います。
わからないことは、お尋ね下さい。

次回は6月議会です。
議会事務局　42－2111（内線331）

　剣北小学校の１年生は生活科の授業で、「竹細
工・昔あそび」を体験しました。表紙は、い牟
田団地の吉澤さんから竹細工を教えてもらって
いるところです。
　けん玉、コマ回し、お手玉、おはじきなどの
昔遊びを教えてもらいましたが、おじいちゃん、
おばあちゃんの技に驚いたり、感心したり。
　遊びの後は、一緒に給食を食べ、お礼に肩た
たきをするなどとっても楽しい時間を過ごしま
した。

●
議
会
は
町
の
道
し
る
べ
を
つ
く
る
場

　

久
し
ぶ
り
に
財
政
問
題
、
教
育
、
人
権
に
つ
い
て
質

問
が
あ
り
、
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

　

議
会
は
、
私
た
ち
が
選
挙
で
選
ん
だ
議
員
が
町
づ
く

り
を
行
政
に
訴
え
、
そ
れ
に
対
し
て
行
政
の
考
え
を
町

長
が
答
え
る
場
で
あ
り
、
そ
こ
で
町
の
道
し
る
べ
が
で

き
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

物
価
の
値
上
げ
や
保
険
制
度
の
改
正
な
ど
、
住
民
に

は
厳
し
い
情
勢
の
中
、
行
政
と
議

会
に
し
っ
か
り
頑
張
っ
て
も
ら
い

た
い
と
思
い
ま
す
。

（
中
山
西
区　

井
立
田
秀
康　

さ
ん
）

●
他
の
議
員
の
質
問
も
聞
き
た
い

　

議
会
の
傍
聴
者
が
少
な
い
の
は
、
町
民
の
町
政
に
対

す
る
意
識
が
薄
い
の
と
、
議
員
が
町
民
の
声
を
反
映
し

て
い
な
い
こ
と
が
原
因
と
思
い
ま
す
。

　

質
問
の
内
容
や
答
弁
に
期
待
し
て
い
ま
し
た
が
、
今

ま
で
と
あ
ま
り
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
行
政
の

答
弁
も
も
っ
と
分
か
り
や
す
く
し
て
ほ
し
い
で
す
。

　

議
員
は
町
民
の
代
表
で
あ
り
、
立
場
は
皆
さ
ん
一
緒

だ
と
思
い
ま
す
。
決
ま
っ
た
方
ば

か
り
で
な
く
、
他
の
議
員
の
質
問

も
聞
き
た
い
で
す
ね
。

（
神
崎
区　
　

添
田　

清
次　

さ
ん
）
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議
会
を
傍
聴
し
て

ち
ょ
っ
と
一
言

表紙の紹介


